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【小学校国語】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【区分及び領域】 

 

主として「知識」に関する問題（Ａ） 

 

□ 「話すこと・聞くこと」の平均   

正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

□ 「書くこと」の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

□ 「読むこと」の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや上回っている。 

 

□「言語事項」の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

 

主として「活用」に関する問題（Ｂ） 

 

□「話すこと・聞くこと」の平均

正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

□「書くこと」の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

□「読むこと」の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である 

が、やや上回っている。 

 

※ いずれの領域においても、記述

式の問題における無解答が全

国平均より、やや多くなってい

る。 
 

 
 

小
学
校 

国
語 

●相手や目的に応じて

考えたことや意図が

分かるように話すと

ともに、話し手の意

図や内容を考えなが

ら聞くこと。 

 

●文の構成や表現を確

かめ、正しく推敲す

るとともに、書く目

的や意図を明確にし

て、効果的に書くこ

と。 

 

●目的や意図に応じて

情報を取り出した

り、登場人物の心情

や場面についての描

写を叙述と関連づけ

て読むこと。 

 

●文脈に沿って漢字を

適切に書いたり、活

用したりすること。 

本市の概要 今回の調査における課題 

○相手や目的に応じて

自分が考えたことや

伝えたいことが分か

るように組立を工夫

して話すことと、話

し手の意図をつかみ

ながら聞くことを併

せて行う指導の充

実。 

 

○書く目的や意図を明

確にし、文の構成を

正しく理解できるよ

うにするとともに、

必要な情報を取り出

し、条件に即して効

果的に書く指導の充

実。 

 

○目的に応じて情報を

正しく取り出した

り、叙述に即して、

内容を的確に押さえ

ながら読み取ったり

する指導の充実。 

 

○漢字の意味の違いや

使い方に着目して、

文脈に沿って漢字を

適切に使えるように

する指導の充実。 

 

 

改善の方向 

Ⅱ 学力調査の結果概要及び改善の方向等について 

※「ほぼ同程度」は、全国の平均正答率と比較して±３ポ

イントの範囲内。 

小学校 国語

分類 区分
全国との比較

（Ａ）
全国との比較
（Ｂ）

全国との比較
（Ａ）

全国との比較
（Ｂ）

話すこと・聞くこと ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

書くこと ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

読むこと ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

言語事項 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

選択式 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

短答式 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

記述式 ほぼ同程度 ほぼ同程度

平成２０年度平成１９年度

学習指導要
領の領域

問題形式
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【小学校算数】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【区分及び領域】 

 

主として「知識」に関する問題（Ａ） 

 

□ 「数と計算｣の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

□ 「量と測定」の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

□ 「図形」の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

□ 「数量関係」の平均正答率 

・ 全国平均を下回っている。 

 

 

主として「活用」に関する問題（Ｂ） 

 

□ 「数と計算｣の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

□ 「量と測定」の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

□ 「図形」の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

□ 「数量関係」の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや上回っている。 

  

小
学
校 

算
数 

●小数や分数の乗法及び

除法の計算の意味や計

算の仕方などについて

理解し、正しく計算す

ることや、乗数(除数)

と積（商）の大きさの

関係について理解する

こと。 

 

●基本的な平面図形の面

積を計算で求めたり、

量の大きさの感覚を豊

かにするなど、量の測

定の仕方について理解

を深め、確実に測定す

ること。 

 

●構成する要素に着目し

ながら図形を観察して

的確にとらえること。 

 

●交換法則や結合法則、

分配法則を活用するな

ど、計算の工夫につい

て理解し、適切に用い

ることや、数量の関係

を割合や式、グラフ等

で簡潔に表したり、そ

れを読んだりするこ

と。 

本市の概要 今回の調査における課題 改善の方向 

※「ほぼ同程度」は、全国の平均正答率と比較して±３ポ

イントの範囲内。 

○数直線や図を用いて、

既習と関連付けなが

ら、計算の意味や仕組

みについて理解を深め

るとともに、計算結果

の見積りを生かしなが

ら正しく計算すること

ができるよう習熟を図

る指導の充実。 

 

○算数的活動と、式や図、

言葉を関連付けながら

面積の求め方を考え、

説明したり、測る対象

の大きさに応じた測定

方法を選択するなど、

測定の仕方についての

理解を深め、習熟する

指導の充実。 

 

○ものの形について観察

したり、構成したりす

る活動を通して、基本

的な図形についての理

解を深める指導の充

実。 

 

○数を合成・分解するな

ど、多面的な数の見方

を計算の工夫に生かす

指導の充実や、数量の

関係を割合や数直線、

グラフ、式などに表す

とともに、それらを相

互に関連付けて数量の

関係を読み取ったりす

る指導の充実。 

小学校 算数

分類 区分
全国との比較
（Ａ）

全国との比較
（Ｂ）

全国との比較
（Ａ）

全国との比較
（Ｂ）

数と計算 下回っている 下回っている ほぼ同程度 ほぼ同程度

量と測定 下回っている ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

図形 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

数量関係 ほぼ同程度 ほぼ同程度 下回っている ほぼ同程度

選択式 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

短答式 下回っている ほぼ同程度 下回っている ほぼ同程度

記述式 ほぼ同程度 ほぼ同程度

平成２０年度平成１９年度

学習指導要
領の領域

問題形式
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【中学校国語】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【区分及び領域】 
 
主として「知識」に関する問題（Ａ） 
 
□「話すこと・聞くこと」の平均
正答率 
・ 全国平均とほぼ同程度である
が、やや上回っている。 
 

□「書くこと」の平均正答率 
・ 全国平均とほぼ同程度である
が、やや上回っている。 
 

□「読むこと」の平均正答率 
・ 全国平均とほぼ同程度である
が、やや上回っている。 
 

□「言語事項」 
・ 全国平均とほぼ同程度である
が、やや上回っている。 

 

 

主として「活用」に関する問題（Ｂ） 
 
□「書くこと」の平均正答率 
・ 全国平均とほぼ同程度である
が、やや上回っている。 
 

□「読むこと」の平均正答率 
・ 全国平均とほぼ同程度である
が、やや上回っている。 
 

□「言語事項」 
・ 全国平均とほぼ同程度である
が、やや下回っている。 

 

中
学
校 

国
語 

●話の構成に注意しな
がら的確に聞き取っ
たり、調べたことを
適切に生かしながら
話したりすること。 
 
●資料に書かれている
情報の中から、必要
な内容を選び、伝え
たい事柄が明確に伝
わるように書くこ
と。 
 
●表現に注意しながら
文章を読んだり、論
理の展開の仕方に即
して内容を読み取っ
たりすること。 
 
●文章に表れているも
のの見方や考え方に
ついて、四字熟語を
手がかりにして理解
したり、文脈に即し
て漢字を正しく書い
たりすること。 
 
 
 

○全体と部分、事実と
意見との関係に注
意して聞き取った
り、話合いの方向を
適切に捉え、事前に
調べたことを適切
に生かしながら話
したりする指導の
充実。 
 
○様々な情報を吟味
し、目的に応じて必
要なものを選び出
し、読み手に応じた
文章を適切に書く
指導の充実。 
 
○表現の仕方や文章
の特徴に注意して
読んだり、文章の展
開を押さえながら、
中心的な内容を適
切に読み取ったり
する指導の充実。 
 
○慣用句や多義的な
意味を表す語句の
意味や用法につい
て理解を深めたり、
文脈に即して漢字
を正しく読んだり
書いたりする指導
の充実。 

本市の概要 今回の調査における課題 改善の方向 

※「ほぼ同程度」は、全国の平均正答率と比較して±３ポ

イントの範囲内。 

中学校 国語

分類 区分
全国との比較

（Ａ）
全国との比較
（Ｂ）

全国との比較
（Ａ）

全国との比較
（Ｂ）

話すこと・聞くこと ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

書くこと ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

読むこと ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

言語事項 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

選択式 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

短答式 ほぼ同程度 上回っている ほぼ同程度

記述式 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

平成２０年度平成１９年度

学習指導要
領の領域

問題形式
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【中学校数学】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【区分及び領域】 

 

主として「知識」に関する問題（Ａ） 

 

□ ｢数と式｣の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや上回っている。 

 

□ ｢図形｣の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや上回っている。 

 

□「数量関係」の平均正答率 

・ 全国平均に比べ、上回ってい

る。 

 

 

 

主として「活用」に関する問題（Ｂ） 

 

□ ｢数と式｣の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや上回っている。 

 

□ ｢図形」の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや上回っている。 

 

□ ｢数量関係｣の平均正答率 

・ 全国平均とほぼ同程度である

が、やや上回っている。 

 
 

中
学
校 

数
学 

●指数を含む正の数と

負の数を計算するこ

ととともに、文字式

の意味を読み取るこ

と。 

 

●空間における直線や

平面の位置関係（面

と辺の垂直）につい

て理解すること。 

 

●反比例や１次関数の

表やグラフからｘと

ｙの関係を式に表す

ことや、事象を１次

関数にみなし、グラ

フや式などを用いて

説明すること。 

 

●与えられた情報を樹

形図などを用いて分

類整理し、組合せの

総数を求めること。 

 

○指数を含む正の数と

負の数の計算などを

確実に行うことや、具

体的な事象と関連付

けて文字式で表した

り、読んだりする指導

の充実。 

 

○見取図や模型、コンピ

ュータなどを利用し、

空間における直線や

平面の位置関係の理

解を深める指導の充

実。 

 

○反比例や１次関数に

おいて、表、式、グラ

フを相互に関連付け

て数量の関係を読み

取る指導の充実や、事

象を数学的に解釈し、

問題解決に表、式、グ

ラフを活用する方法

を考えたり、その方法

を説明したりする指

導の充実。 

 

○与えられた情報を樹

形図や組合せの表な

どを用いて整理し、順

序性を考えるかどう

かなど条件を明らか

にしながら、解決の見

通しをもって考えた

り、説明したりする指

導の充実。 

ほぼ同程度 ほぼ同程度

ほぼ同程度 ほぼ同程度

ほぼ同程度 上回っている

ほぼ同程度 ほぼ同程度

ほぼ同程度 ほぼ同程度

ほぼ同程度

全国との比較（Ｂ）

数と式

図形

数量関係

区分

問題形式

全国との比較（Ａ）

選択式

短答式

記述式

分類

学習指導要領
の領域

本市の概要 今回の調査における課題 改善の方向 

※「ほぼ同程度」は、全国の平均正答率と比較して±３ポ

イントの範囲内。 

中学校 数学

分類 区分
全国との比較

（Ａ）
全国との比較
（Ｂ）

全国との比較
（Ａ）

全国との比較
（Ｂ）

数と式 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

図形 ほぼ同程度 上回っている ほぼ同程度 ほぼ同程度

数量関係 ほぼ同程度 ほぼ同程度 上回っている ほぼ同程度

選択式 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

短答式 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度 ほぼ同程度

記述式 ほぼ同程度 ほぼ同程度

問題形式

学習指導要
領の領域

平成２０年度平成１９年度


